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「第５回定鋼総会」５月１７日●唯。。。。

　会員のカ４、参くの支援者のみなさｉのおかげをもち

まＬて、全日本画膳食医情報協会の活動も順�にその場

を広げて、定例総会も今回で５回目を迎えまＬた。

ありがとうございます。今号では当日の式次第とその後

に引き岐いて催された記念講演、懇親会の模様を報告い

たします、

第１部第５回定例総会
　当日は雨後様で足元が悪いなか、出席予定者に欠員も

な＜会員―同額を揃え、午後２時から定例総会を開催し

ました。会場は港区・芝公園そばの最勝院地下１階にあ

る本堂です。ちなみに、江戸徳川幕府２代目秀志の時代

から永劫継承されておられる最勝院の、現第25世住職・

村田洋一氏は、同氏かおときの一品へと、今日脆に伝統

と栄養バランスの調和から画譜に興味をもたれたときか
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らのご縁で

す。

　丹野ilj綴

本長の開会

の辞に始ま

り、岡本珊

事長のご柚

柳と議長就

！任ぺと道み.

、CD役員会纏　　　　　鯖５回総会開催最鵬院にて

；告(新役員発表)、②18年度事業報告、③監査報告!五嘘渕

｜監査役)．ｌ19年度事業針圖C収支予篇畠ほか)が満場－

ｉ致で承認されました。

｜　資格などについての質疑万巻でいくつか活発な論議が

Ｉなされた後、福井理事の閉会の辞で終了しました。

！　　　　　　　　　　　理事長岡本清孝
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総会議事録は別紙配布（会員のみ〉

　大学生になってハシカに罹るなんてどこかが狂って

いるのでは？と思った人も少なくは無いだろう。事

実この世代の人たちは、幼少期に予防接種を受けてい

なかったようだ。

　ある面ではハシカを過去の流行性病と片付けていた

か、あるいは各種の混合ワクチンにハシカ対策も含ん

でいると勘違いしていたか。その理由は数々あろう。

現在の医学界でも頭を痛めているのは人工的に合成し

た薬は耐性を作りやすく、数年後には効き目がなくな

る憂き日となることだ。しかし、天然の薬は耐性を作

らないことが判明してきた。

例えばガンの治療にキノコを用いるケースが多いが、

その中でも代表格としてアガリスクやメシマコプが話

題に上っている。これらサルノコシカケから創られた

クレスチンなどは、キノ＝の中からその成分だけを抽

出した薬は、西洋医学の人工的合成医薬品と同じで、

結果は耐性を作ってしまう。

　しかし、サルノコシカケそのものを使うと耐性は出

炭ないのである。

ｍ
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　サプ･リメント摺奪者が浚増しているが、このような

実飽を仙･3た上で服用を続けるか、」1めるか慎重に考

えてもらいたい。

　こ九に個Ｌて、ガン患者11毎年60万人のペースで増

え綾け、死亡者数も増える一方だが、医療闇値は相変

わらず特効薬にぱかり目をむけ、白然治癒力の存在を

認めたがらない。

　一方、アメリカでJi年々ガン患者の死亡数は減少を

続けている。＝タソン大統領の時代【】970年代）、米

国政府は病院と畠に盛大な聳金を投入Ｌたが、ガン患

者は減るどころか増える一方だ･1た。そこで1980年に

一大方向転換をはかり、天然物で人にやさＬく、ilj作

用のないものを探し出す研究に踏み切･った、それが世

界伝統医学の導入であり、中でも東洋医学の内容が効

を奢Ｌ、良い方向に転じたわけである。その中でも注

目Ｌているのが気功であり、未だ完全ではないが禽描

の研究も道めている１Ｓう｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X､0
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定例総会　第2郎特別講演

　第２部は創立５周年記念講演に移り

　｢仏教と精進料理｣と題して最勝院の村田洋一住職より、

肩肘張らない今日風スタイルの法話形式によるお話を戴き

ました。

　　　　　　　　講話を綾く村田洋一往職

　講話の内容は、寺の雲水が･っくる精進料理の世扉をわか

りやすく鋭いてくださいｉした。

　法話の中程では永平寺の典座(厨房を楷抑する役割の僧

侶)の日常と白鉛白足を旨とする一日二食の本当の精進料

提を10分間ピヂj･で押見もＬました。

　生軸によれぱ、是賜院は徳JII家由縁のごくプライベート

な役割を担・た寺として第２代将軍秀忠の時代に建立され

たそうです。

　浅井畳政のΞ女で秀息の正室、Ｓ代将累家光の生母であ

るおごうの方を託-1た｢おたま｣寺であり、質素ななかにも

竃ぎと廸いの場として。とくに蔚澗が大きな菌種を占めた

造りであ、たそうです。今は、モダンな集合住宅を上階に

従えた植１脈の佇まいを見せています。

　住職の履いは、錐もが気兼ねなく集える生きた交誼の場

としてのお寺の活かＬ方。経かされ方を推素し、一一ｺ一･っ

寞現化していくこと。集いには食事もまた切りても切れな

い大切な行事です。仏敵の幡神が今に息づく精進料理の世

界。徳川家のおときを営４賄・てきたその伝統Jf自負を重

ねて、ご白分もその担い乖でありたいと考えておられるよ

うです。

葵のご紋入り国宝級の漆器類　最勝寺保存

平成19年６月１日（金）

村田住職の講話を熱心に聞き入る参加者づ司

　第３部：懇談会「蓮月御膳」を賞味

　おりがたい法話の後、本堂の寺子屋式のテーブルとイ

スを並べ替えて、上座と縦長２列のレイアウトに参加者

全員で設え、料亭・鎌倉「御代川」からのケータリングに

よる精進料理を歓談とともに楽しみました。

　御代川は鎌倉・唸長寺そばで如られたお店で、藤沢、

長谷にも出店かあります。

　　　当日の献立は以下のとおりでした。

　本皿黒豆ふくませ／みょうか寿司／石川芋／

　　　　空豆／花蓮根

　卒　東寺湯葉／里芋／人参／楓鉉／青味

　本皿広島こんにやく／白和え／妻いろいろ

　坪　胡麻豆腐

　汁蓋えのき／三つ葉の煮浸し

　飯器昆布御飯

　蒸器時の物

　汁各誌長寺汁

　最後の汁器に建

長寺汁とあります

か、これは一般的

にいわれる｢けんち

ん汁｡の由来となっ

ている献立です。

くす物と化した

野菜の端を刻ん

で胡麻油で炒め、

「蓮月御膳」の配膳で

ｌ汁泌を加えたもので．調理中に間違･ｺて豆腐がこぼれ

いひとときとなりました。

ｉ
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『:∠疸4j漸減（二……j｀1

皆で考えよう！シリーズ

季節の食材をテーマに話を

准める

　スイカ（西瓜）

　まず捨てるところか無い宝

物です

　赤身の部分だけを食べ、後

は檜ててしまうのが今日流

　しかしこのスイカ｡昔から

利尿の役割が高く、夏の暑さ

からくる熱症を解消してくれ

ｌｉｔ。

　それから皮の部分は利尿作用が赤身より弛く、乾燥し

たものを粉末加工したものは、自然から生まれたr白虎

、湯」（ぴやＱことう）と云われ重宝がられていました。

：　また、この皮を天日乾燥させたのも、僥いて出奎た粉

ｉまは口内炎に効き、更に「芒硝;（ぽうＬょう）と混ぜ

合わせた!‾西瓜霜j（すいかそう）は熱を収め、毒の解

消に役立ちます

　西瓜のタネは肺と胃樋の機能を高め、便秘解消の栓も

果します、

痰湿タイプってなに？

第50号（３）

　痰といえばロから吐き捨てる粘液質を思い出します

しかし、中医学では「痰」を老廃物の一つと考え、血液

や津液（体内栄養水分）の巡りを阻害します。

　また余分な体内水分を「浬」と云いますっ

　特に曇飲曇食に明け暮れていると、この7痕jや『漣．

が発生しやすく．気分が悪くなるご.と必定です．

　これをr食滞食積』｛Ｌょくたい・ＬＩくせき｝とい

い、ｊのまま放置していると厄介な症状が次４と発生し

ｉます。

Ｉ代表的な症状

ｉ　・胃もたれ

　　・お腹が張ａて痛い

　　・便秘になりがちで、便が粘･っこｂ

；更に感化すると

ｒ
ｒ
－
Ｉ
Ｉ

｜

・前頭飴やIIの奥が痛み

・結･っこい痩がよく出る

・糖尿病勤一握化性の高血圧

・脳卒中を引き起こします。

特に肥満の方は要注意です。
　　ｌｓタネ1こ使えます

､ため、儡か七年
1で消滅した。そ

の俵の外国人接

待、政財界人の

集いなどは主に

この芝・紅葉館

が使用されたと

禰s鴫:1､｡いう。驚にｉ

芝公園紅葉山にあった F紅葉館， とに創業当時ｉ

の暮協会員は
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　　　　　　　　　　　　朝８時から夜９時逼ぎまで、

１休み時間1､殆ど無く、それこそ丸一日傭き益めである。

　この程度のことはそれ以前に挺めていた電気卸商でもこ

！れ以上にハードな撒務であ、た故、それ程驚くことでは

ｉ無か･ｺたが、この学校では校長の自宅が隣接していたの

　である。難場とプライ･4－トの区分は僣:二等しい、ｉき

ｉに書生集の状況であ・た。

　　この学校で働くことになぅた昆由は、小生が生まれる

ｉ以前から始ま・ていたと云えよう。創設者の政徳光大師

＝匠は、「わしは和泉の百姓の倅、麦飯食ぅのが厭で飛ぴ

　出Ｌた」と、その生い立ちを良く聞かされたものである。

・順塵町｛現在の町名は大阪市中央区南船堤1のある料亭で

！見習い寒公から始め、－Å前の冒瑶人になるまで修行さ

・れた由。後にそこの主人にｰ｡められ東京に進出し、芝公

、�の高座社交場「紅紫酋」の馳料珊長に放任Ｌた。当時、

ｉ東京では珍しい本場関西の会席料理|ご、来客の目を見隋

　らすほどの腰わいがありたよぅだ。

ｉ　もともとこのr紅葉館!というのは、糧在東京タワー

　が廸・ているその場所にあ･った高座クラブで、文畝によ

･れぱ●lj股が明治14年（las1年1この紅紫山に、当時の代

で表的な鈍日本風高座社交場として「紅紫舘」が團翁した

ｌとある。同時期｛明治16年｝には西洋風の社交場である

：|’鹿鳴館jが日比谷で開満Ｌ．鹿鳴雌時代などと呼ぱれ、

B.大いにもてはやされたが、西洋の匍躇などが圭であヽた

LX__.._._..._＿

300Å限定、そＬて年会費も300円、これは闘魂10年後の

飯櫃～横浜関の運賃が１円50銭というが．これでは比峻

の仕様がない。しかし米ならぱ１石が７円70銭というか目I

ら、100俵（釣6 1･ン）も賀える金額である。

　話が植へそれたが、大師匠は大正年間ここで軸斜場長

として勤務Ｌていたわけだ。ＬかＬそのうちに、実害か目

らその見事な鴻理の作り方を見せてもらいたいという萎Ｉ

望が准く、遂に意を決し、午後の休憩時間をさいて料理Ｉ

講習を紬めたそうだ。これ11大評判となり、参加するご｜

婦人方で連日満員になる程の盛況だ･ったらしい。ところjl

がこのことがオーナーの耳に入り、直ち|ご中止せよ、とjl

の幽々が下、たそうだが、一途な大師匠li意見不一数でい

交捗浹裂となり。自余退職ＬてＬまａた。それから諸国il

を恭く旅を紬めたという。このき･っかけが、植にな・て□

日本一の大マンモス料理学校へと進展して行くのである］

　　　　　　　　　　　　　　岡本清孝（理事長）Ｉ
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　　　　　　　菓膳アドバイザー合格肴に対し

　　　　　　　認定鉦授与式の模様を

●　

地元新聞社が紹介
　　　－　　　　　　5月10日日本海新聞
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　福弁功・事Ji出身地である、鳥取県倉吉市において藁I･

膳普及活励を推進Ｌていますが、今回は去る５月10日に「

行われた藁膳アドバイザー合格奢に対する認定証授与式I･

の模慢を、地元の日本海盾聞社が取材掲載をしてくれま

Ｌた。

　会員各位もこの上うな＝=･一ヌをどんどんお審せ頂く

ごとを輔偽者一同、お特ちしでおります。

匯三
今月は次の２つが開催されます。

柴田書店イータリンタ哺が開催する

惶例のメ＝･｡一開発講座です。

高揚の姐識に幅が備わる良いチャンスです。

　お申込み・お閔舎せは下記まで

　◆６月１４日(木)

　　　　糖尿病の薬膳施塵

　　　　･･間目凹一一一同|㈲･|同jlll,||.|･･||･目|･||旧目

　　　　＜新発足の講座です＞

　◆６月２８日(木)

　　　薬膳スイーツと薬膳茶セミナー

　　　　(柴田書店主催)

　各セミナー共

　　　　講師：岡本清孝

　会場:JCビル(芝公園)

お問合せ

　柴田書店ｲﾘﾘﾝﾀ(丹野)03-5684-5821
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平成19年６月１日〔金〕

上級試験にチ？レンジの方へ

県議本科に合流できます

富恵�見学（10月４日予定3、

葛膳レストラン試食・（艶銭金1

《

編集後記　》
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希望者は選択性聴講（有料）が出来ます

　会員（１単位＝１日）25,000円

　会員外（　　11　　　）30,000円

　　　　　　　　　　　　　　要予約

予約はNPOANY協会あて

電話申込みで結構です

月日 午　前 午　後

6月６日 病因・病気
中医診断学（四診、

ハ綱弁証、症候分証）

7月４日 中薬学、中薬の性能
中薬の応用

生薬のﾃｨﾇﾃｨず

8月８日 〈夏期講座〉
薬酒の製法

　(森下武千代氏)

9月５日

10月３日

中葉の応用（その2）

各論

中薬抱制（実技）、

中薬各論補足

方剤学、方剤の目的、

組成

J)薬膳調理弁証施膳

　方剤各論

11月7日
中医営養学、中医

　営養学の概念

②薬指調理弁証施膳

食物の応用

　　．直物の滋養作用、
12月゜日．食物の治療

食宜と食忌、

営養学の略史

2月7口
中医理論を基礎とす

る、全面謝食

③薬膳施膳訓練

　弁証用膳

　　．　食物の作用、食物の
3月，日　　配合原則

病理予防作用、

滋養作用、老化を予防

受験対策説明会 (日時は未定)

特別講座

Ｊ ． 瓦 - ｌ λ よ - ｔ

東アジア特有の雨の一節を迎えます。その超滅はベ

ンガル滴付近のモンスーンにあります。上空を流れる

・一里がち､ヒうどとマラヤ・チベット高地まで北j=し

て、その諭しさから流れを二分するという独特なシス

タ'ムが、日本の梅雨の秘密です。空に国境はないのと

同様に食の世界にも時間や国の壇はありません。から

だに良い食材、訓纒の仕方、季節の句のものなどとい

ろんな視点から学ぴ続けたいものです

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(安達)


